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【概況】 
 当初は神戸市保健所の依頼による疑い症例は一日 0-2 程度であったがいずれ
も陰性であり、発熱外来は感染症病棟（六階北）の病室で行っていた。 
Index caseは 5/12近医にて検体採取された一例で 5/15夜に神戸市環境衛生研
究所にて Sw(+)が判明。神戸市保健所の依頼を受け、当院に入院となる。この
結果を受けて発熱外来を訪れる患者の増大が予想されたために 5/16より当院前、
プレハブ（3診＋受付）での発熱外来を開始した。5/17Sw(+)患者および疑い患
者が 50人以上となり、感染症病棟以外の病棟も使用せざるを得なくなり、神戸
市、厚生労働省と協議のうえ、軽症例は外来で、重症例のみ入院とする方針に

転換した。 
 
【発熱外来状況】 
発熱外来の受診状況は以下の通り。 

日 発熱外来 Sw(+) 
5/12 1 1 
5/15 1 1 
5/16 42 9 
5/17 54 20 
5/18 70 2 
5/19 17 結果未 

各日は午前 0時で集計。5/19は午前 0時から午前 9時まで。 
 
【症例】 
5月 19日 9時現在において Sw(+)症例は 33例であり、内訳は以下の通り。 

男 13 性別 
女 20 
最高年齢 57歳 年齢 
最小年齢 5歳 



年齢分布 
年齢  
0- 5 1 
6-10 0 
11-15 8 
16-20 17 
21-25 3 
26-30 1 
31-35 0 
36-40 0 
41-45 1 
46-50 0 
51-57 2 

 
住所地 

A地区 4 
B地区 5 
C地区 3 
D地区 12 
E地区 3 
F地区 1 
G地区 4 
H地区 1 

 
迅速検査との比較 

迅速キット  
A(-)B(-) 20 
A(-)B(+) 0 
A(+)B(-) 13 
A(+)B(+) 0 

 
 
 



【重症度】 
  重症例はない。 
  酸素投与例 0 
  人工呼吸器使用例 0 
  死亡例 0 


